
補強ST2-D13

125以上150以上
（割裂防止用）

中間筋［型

梁
筋
4
0
d

1
2
5
以

上

ST2-D13

40d以上
中間筋40d

6～8

納まりに注意する 1A・BOLT
・地中梁の主筋のH

O
O
P
 
＠

1
00

30～50

梁下筋横
定

着

埋
込
h 中間筋

割裂防止用
梁上筋

HOOP二重巻2-D13以上150以上
125以上

基礎のない側 基礎梁のある側

鉄骨柱D

・埋込形（水平ハンチと隅柱、側柱の補強）
廻し溶接80以

下

1
5
0
以
下

3
50

補強板は柱と同質・同厚以上

基礎梁の上より500程度

コンクリート充填孔
40d以上150以上

納まりに注意

・頭付スタッドの

慎重にする

・ベース下の施工を

30～50H
O
O
P
 D
1
0
-
＠

1
0
0

HOOP（フープ）
ベース下 又

は
主
筋

の
4
0
d
か

つ

計
算

上
必
要

な
長

さ

80以上 主筋

2
5
D以

上

125以上

2-D13以上
BＰLHOOP二重巻

150以上 125以上
根巻形 D 角形鋼管の場合

（３）柱脚固定の配筋 注）RC造柱が立上る場合のHOOP筋は設計図による

フック付きとする

A・BOLT ≧100 ≧100径200程度
まんじゅうd

30d以上
モルタル
後詰め

Ｂ・
30～50

うらあて金
ナットとする余長はネジ山3以上

30 30 全て二重

or 3

角形鋼管A,BタイプBタイプ（後詰め工法）Aタイプ（全面塗り仕上げ工法）

（２）柱脚ピン

tはＢ.ＰL厚の1/2以上かつ6mm以上

A・BOLT
・アンカーフレームを使用する場合は設計図による。

ＢＰL（ベースプレート）
ように充填する。

・モルタルを後詰めにする場合は空隙の出来ない

補強・座金を兼ねる平に塗り仕上げる。

1調合（容積比）セメント1:砂1の硬練りモルタルを

・コンクリート表面のレイタンス等を取り除いた後、

（１）一般事項 アンカーボルトの施工に誤差のある場合

（ ５ ） 柱 脚

15以上
10 小梁ＷＰLと同厚以上小梁ＷＰLと同厚以上

e1
pe1

e1
p
e1 e1g1 e1 p10 p
e1e1 10

Ｄ タ イ プ （ 鋼 接 合 ）Ｃ タ イ プ （ ピ ン 接 合 ）

ＧＰL
継手リストによる

e1

p

e110 Ｂ タ イ プ （ 鋼 接 合 ）
e1e1

Ａ タ イ プ （ ピ ン 接 合 ）

１をこえる場合１をこえる場合はフィーラープレートを入れる。

Ｆプレート、Ｗプレート面で段差が

フ ィ ラ ー プ レ ー ト フィラープレートＳ・

Ｂl2

5 t1ts3
ts1

t2 ts2e1

p
a2Ａ p Ａ

p
a1

e1 ts2t2
Ｐ

ts1

g2
Ｂ g1g2Ｂ

g2

b bbbp 5p 5
e1e1 e1e1

l1 l1

・（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。

e2 353025へりあき(1.5d)
e1

はしあき(2.0d) 45(55)40(50)35(40)e1
Pb bbbe1555040最小(2.0d)

Ｐピッチ
標準(3.0d) 606060

孔径 23.521.517.0
e2

呼び径 M22M20M16

pe1 pp

（ ４ ） 継 手

梁の材買の異なる場合は、強度の大きい方の材買とする。

接続する柱及び梁と同材買とする。又、接続する柱及び下向き溶接とする

・パネルゾーン及び通しプレートの材料は、特記なき限り、

注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う
継手リストによる

B

50程度梁ＦＰL現場溶接継手

裏当て D

t
設計図による

柱ＦＰL現場溶接継手
による
§4-3

裏当て 3

1

3 cc20以上
柱現場継手位置

HTB継手
20以上

bb

φ≧20
ガス抜き

or
or

3 柱の角のRに接しないこと

内ダイアフラムの場合は平面図 内ダイアフラムＰL

③～⑤とする。

①※ｔ＞16mmの場合の溶接は、ｔ＞柱フランジのプレート厚

①3

θ＝75°－105°
θ

ｔ Ｒに接しないこと

フランジが柱の

内側板に注意のこと

は溶接と添板の

大梁が斜めの場合内ダイヤフラム ①

ダイヤフラムの厚は、接合する柱、梁の最大厚の1サイズアップとする事。

ダイヤフラムは、SN490B･C･SM490同等以上の鋼材を使用すること。

《柱材料：BCR295,BCP325を使用する場合》

R≧50

Rに梁フランジが接しないこと補強プレートＰL≧6を入れる

勾配が1/5をこえる場合は20以上 内ダイアフラムの場合は柱の角の

≧3 ＦＰL折曲げ規定同厚以上
or1梁ＦＰLと

≧301
0
0
以

上

継手リストによる 内ダイアフラムＰLR
1 スカラップ1

0
0
以

上

1

廻し溶接する

スカラップ部分は
外ダイアフラムＰLor

1
c c

同厚以上）設計上必要な長さ以上 20以上20以上
（柱、梁ＦＰLと梁現場継手位置ハンチ梁
ダイアフラム

or
3

1
スカラップ

or or31
同厚以上 同厚以上 1
柱ＦＰLと 柱鋼管厚と

31 or

or

梁通し
or

スカラップ（廻し溶接）

同厚以上
1梁ＦＰLと 3

12
0以

上

同厚以上
梁ＦＰLと

or
oraa bbor

Ｈ形鋼柱 角形鋼管柱柱通し

（ ３ ） 柱 梁 接 合 部

θ=60° ・両側に補強隅肉溶接を付加する。

G=0 1/3(t-R)
S F・V溶接姿勢

tR≦25 t≧16t
S 2/3(t-R)

Ｓ＝ｔ／4後溶接）
θ=45°

（裏はつり

G=0～2 ・両側に補強隅肉溶接を付加する。

S

t F・V溶接姿勢R≦24

6＜t＜16tS
後溶接）

θ=45° Ｓ＝ｔ／4（裏はつり

25以上

G ・補強隅肉溶接を付加する

t1 F・V溶接姿勢
R≦2 t

35° 999919≦ｔ 35°
f

25以上 35° 999912≦t＜19 35°
θ

t1 45°45° 66666≦ｔ＜12
3 R≦2 t

t1Gθt1Gθｔ
SG

GC,NGCMC
θ

Ｓ＝ｔ／4
0.5≦ｆ≦3（但し、t≧15のとき4ｍｍとする）

・補強隅肉溶接を付加するF・V溶接姿勢

G=0～26＜tt

G=0～2
t2t1

aR≦2 1ｔ2 5削り面
ｆ 平継手で板厚が異なるとき後溶接）

a＞4mmの場合θ=45゜（裏はつり

0.5≦ｆ≦3（但し、t≧15のとき4ｍｍとする）

（２）突合せ溶接（平継手　Ｔ型継手）

望ましい。
t2 ・軸力が加わる場合のSは母材と同厚とすることが

余盛りは（1+0.1Ｓ）ｍｍ以下とする。S1
・ｔはｔ1、ｔ2の小なる方とする。

片側溶接
・但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする。

121076S

14～1611～138～107以下t
1 S St1 t≦16

両側溶接
（ １ ） 隅 肉 溶 接

（ ２ ） 溶 接 基 準 図

STKR400
延面≦3,000m2 STK400
張間≦13.0m SWA400Ｃ３
軒高≦9.0m SM400

SS400階数≦３階

Ｃ ＢＲ，Ｊ２　　　優先して適用する。
Ｂ（３）構造設計図に記載された事項は本標準図に Ｍ 全て全てＡ Ａ１３２　　　右表の　　　　欄の示す工場以上とする。 ＨＳ

（２）対象とする鉄骨加工工場(ｸﾞﾚｰﾄﾞ、ﾗﾝｸ)は
全構連鉄建協 （ランク）　　　規模　　　　欄に示す範囲とする。３２ 建物の規模 使用鋼材(ｸﾞﾚｰﾄﾞ) 都道府県（１）本標準図の対象は右表の建物 建設大臣認定

一体とする設計仕様になっている部分及び継手部分は、塗装をしない。

コンクリートに埋め込まれる部分、コンクリートとの接触れ面で、コンクリートと

　　（６）塗装

　　養生を行う。 場合はr=20mmとする。
（ホ）現場溶接の開先面には、開先部をいためない様に、 但し、梁成がD=150mm未満の
　　部材に確認マークをつける。

ｒ
r=30～35mm　　ある部分は全て、溶接管理技術者の確認を励行し

（ニ）裏はつりは、溶接基準図において裏はつりと記載の

（ハ）スカラップは、半径で30～35mmとする。（右図）
スカラップ

　　以上、半自動溶接で9mm以上とする。

（ロ）裏あて金は、母材と同質材料とし寸法は幅22mm以上として、厚さは手溶接で6mm

　　承認を得る。

Ⅳ）プレス鋼板タブ、固形タブ等の使用については、資材を提出して工事監理者の

　　残して切断して、グラインダー仕上げとする。

NGC、GCで40mm以上とし特記のない場合は溶接終了後、母材より10mm程度

Ⅲ）エンドタブの長さは、MCで35mm以上（右図）
エンドタブ

Ⅱ）エンドタブの材質は、母材と同質とする。 かつ2t以上
35mm以上　　エンドタブを取り付ける。

Ⅰ）突合せ溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

（イ）エンドタブ

（ｆ）溶接施工

　　除去した後本溶接を行う。

（ハ）やむを得ず開先内に仮付溶接を行った場合はカウジングにて仮付溶接部を完全に

（ロ）突合せ溶接部の仮付き溶接は、原則として裏はつりの側に施工する。

　　箇所は避ける。

（イ）仮付溶接位置は、溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い

（ｅ）仮付（組立）溶接は、原則として本工事に従事する者が行う

横向Ｈ下向Ｆ
立向Ｖ

（ｄ）溶接姿勢

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接（ＮＧＣ） アークエアーガウジング

ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）アーク手溶接（ＭＣ）

（ｃ）溶接方法等

（ヘ）溶接棒乾燥機（ハ）アークスタッド溶接機１式

（ホ）溶接電流と測定する電流計（ロ）アークエアーガウジング機

（二）炭酸ガスアーク半自動溶接機（イ）アーク溶接機

（ｂ）溶接機器

の溶接技術検定試験に合格し、引続き半年以上溶接に従事している者とする。

溶接工は施工する溶接に適応するJISZ3801（手溶接）又はJISZ3841（半自動溶接）

（ａ）溶接工

　　（５）溶接接合

　　生じさせる。又、締付けは１次締付け後マーキングを入れて本締めをする。

　　イスプレートにはショットブラスト掛けを行い、黒皮を除去して一様に赤さびを

（ｃ）ボルトの接合面の処理は締め付け摩擦面の母材には平グラインダー掛け、スプラ

（ｂ）本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。

（ａ）高力ボルトは全てＦ１０Ｔ（Ｓ１０Ｔ）とする。

４５ｍｍ（４０）Ｍ２４ 余長

４０ｍｍ（３５）Ｍ２２ ナット高さ

座金厚さ３５ｍｍ（３０）Ｍ２０

締付け長さ３０ｍｍ（２５）Ｍ１６ 首
下
長
さ

締付け長さに加える長さねじの呼び

（　）内Ｓ１０Ｔボルトの所要長さ

トルシア形高力ボルト　　（４）高力ボルト接合

（ｃ）高張力鋼のひずみきょうは、冷間きょう正とする

　　承認を得る　鋼管部材の分岐継手部の切断は鋼管自動切断機による

（ｂ）鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の

（ａ）社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

　　（３）工作一般

　（ｃ）工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mmのものとする

（ｂ）適用範囲は、鋼材を用いる

（ａ）構造設計仕様による

　　（３）材料及び検査

　　（２）工場

・Ｗ.・－－－ウェーブプレート ・ＴＢ－－－ターンバックル・Ｓ.・－－－スプライスプレート

・ＨＴＢ－－－高力ボルト・Ｆ.・－－－フランジプレート ・Ｇ.・－－－ガセットプレート

・Ｃ.・－－－カバープレート ・ＦＢ－－－フラットバー・Ｃ.・－－－チェッカープレート

・ＢＨ－－－組立Ｈ形鋼・ＡＢ－－－アンカーボルト ・Ｂ.・－－－ベースプレート

　　（１）略号

（ １ ） 一 般 事 項

鉄 骨 構 造 工 作 標 準 図

図面番号

縮尺

日付

図面名称

工事名称

管理建築士（一級建築士173594号）濱辺伸吾

（構造設計一級建築士　1902号）　濱辺伸吾
ハ マ ベ 設 計一級建築士事務所設計・監理

凡例・特記事項

TEL(0765)22-2784 FAX(0765)22-2786富 山 県 魚 津 市 本 江 22 0 5 - 1

一級建築士事務所登録富山県（3）1526

鉄 骨 特 記 仕 様 書

上中島小学校体育館耐震補強事業　建築主体工事
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一級建築士事務所登録富山県（3）1526

富 山 県 魚 津 市 本 江 22 0 5 - 1 TEL(0765)22-2784 FAX(0765)22-2786 1/100(A1版)

凡例・特記事項

設計・監理 一級建築士事務所 ハ マ ベ 設 計
（構造設計一級建築士　1902号）　濱辺伸吾

管理建築士（一級建築士173594号）濱辺伸吾

工事名称

図面名称

日付

縮尺

図面番号

1/200(A3版)

26,380

3,190 4,000 6,000 6,000 4,000 3,190

3,670
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基礎伏図　1/100（A-1版）　1/200(A-3版）

CBｧ100　解体部分

101 102 103 104 105 106 107 108

7,190 6,000 6,000 7,190

26,380 3,670
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　基礎リスト　　　１：５０
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　地中梁リスト　　１：５０

ＦＧ１ ＦＧ３

腹　　筋

Ｓ Ｔ Ｐ

下 端 筋

上 端 筋

Ｂ × Ｄ

断　面

位　置

符　号 FG1 FG2 FG4FG3

Ｄ

Ｂ

500×1,000 400×800400×800500×1,200

2-D226-D22

4-D226-D22

2-D13

2-D22

4-D22

4-D22

4-D22

□-D13　＠300 □-D13 @300

2-D13

5-D22 3-D22

5-D22 5-D22

□-D13　＠250

2-D13

□-D13　＠250

6-D22

6-D22

2-D13

基礎伏図　基礎リスト

上中島小学校体育館耐震補強事業　建築主体工事
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端部 中央 全域 端部 中央 端部 中央



一級建築士事務所登録富山県（3）1526

富 山 県 魚 津 市 本 江 22 0 5 - 1 TEL(0765)22-2784 FAX(0765)22-2786 1/100(A1版)

凡例・特記事項

設計・監理 一級建築士事務所 ハ マ ベ 設 計
（構造設計一級建築士　1902号）　濱辺伸吾

管理建築士（一級建築士173594号）濱辺伸吾
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一級建築士事務所登録富山県（3）1526

富 山 県 魚 津 市 本 江 22 0 5 - 1 TEL(0765)22-2784 FAX(0765)22-2786 1/100(A1版)

凡例・特記事項

設計・監理 一級建築士事務所 ハ マ ベ 設 計
（構造設計一級建築士　1902号）　濱辺伸吾

管理建築士（一級建築士173594号）濱辺伸吾
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一級建築士事務所登録富山県（3）1526

富 山 県 魚 津 市 本 江 22 0 5 - 1 TEL(0765)22-2784 FAX(0765)22-2786

凡例・特記事項

設計・監理 一級建築士事務所 ハ マ ベ 設 計
（構造設計一級建築士　1902号）　濱辺伸吾

管理建築士（一級建築士173594号）濱辺伸吾
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一級建築士事務所登録富山県（3）1526

富 山 県 魚 津 市 本 江 22 0 5 - 1 TEL(0765)22-2784 FAX(0765)22-2786

凡例・特記事項

設計・監理 一級建築士事務所 ハ マ ベ 設 計
（構造設計一級建築士　1902号）　濱辺伸吾

管理建築士（一級建築士173594号）濱辺伸吾
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軸組図　　　1/100（A1版）　1/200（A3版） ※ＲＣ壁　ｔ＝120

X1 水平ﾌﾞﾚｰｽ

X2 水平ﾌﾞﾚｰｽ

b1

b2

b3

b4

-150*75*9*12.5　接着アンカー　

165.2φ t=5　取付

216.3φ t=6　取付

妻壁伝達鉄補強板　t=12　アンカー16φ取付

間柱天端　ｱﾝｶｰ確認箇所 (PL-9 2-M20中ﾎﾞﾙﾄ)

補強箇所 2Ls-75*75*9取付

2Ls-65*65*6取付

鉄骨　SN400B、SS400

HTB  S10T

上部斫り、取付方法確認、異なる場合は補強

材料

圧入ﾓﾙﾀﾙ　　Fc=30N/mm2

あと施工ｱﾝｶｰ　SD345

軸 組 図 - 2

Ｓ-６

上中島小学校体育館耐震補強事業　建築主体工事



一級建築士事務所登録富山県（3）1526

富 山 県 魚 津 市 本 江 2 2 0 5 - 1 TEL(0765)22-2784 FAX(0765)22-2786

凡例・特記事項

設計・監理 一級建築士事務所 ハ マ ベ 設 計
（構造設計一級建築士　1902号）　濱辺伸吾

管理建築士（一級建築士173594号）濱辺伸吾

工事名称

図面名称

日付

縮尺

図面番号

1/100(A1版) 1/200(A3版)

大梁リスト　　　１：６０

共通事項

１．ＳＴＰ　　□－Ｄ１３　＠３００

２．巾止筋　　Ｄ１０　＠１，０００

符　号

位　置

5
0
0

B×D

R　階

上端筋

鉄　骨

下端筋

ﾗ ﾁ ｽ

S T P

500×700

3－D22 3－D22

3－D22 3－D22

4Ls－75×75×9

FB－75×6

D13ー＠300

両端中央，内端

Ｇ１ Ｇ２ Ｇ３

5
0
0

800×1,000

5-D22(+1-D22） 5-D22(+1-D22）

中央

3－D22 7－D22

4Ls－75×75×9

FB－75×6

D13ー＠300

外端

Ｂ

Ｄ

300

3
0
0

7
0
0

8
0
0

D13ー＠300

FB－75×6

4Ls－75×75×9

3－D19

3－D19

3－D19

3－D19 3－D19

3－D19

350×700

外端 中央 内端

Ｇ４ Ｇ５

3
0
0

3
0
0

300×500

2－D19

2－D19

4Ls－50×50×6

FB－50×6

D13ー＠300

300×500

2－D19

2－D19

4Ls－50×50×6

FB－50×6

D13ー＠300

全域 全域 全域

B×D

上端筋

鉄　骨

下端筋

ﾗ ﾁ ｽ

S T P

2　階

800×600

4
0
0

Ｄ

600

Ｂ

4－D196－D19

4－D19 4－D19

4Ls－75×75×9

FB－75×6

D13ー＠300

800×600

4－D19 4－D19

4－D19 4－D19

4Ls－75×75×9

FB－75×6

D13ー＠300

800×600

6－D19

4－D19

4－D19

4－D19

9－D19

7－D19

4Ls－75×75×9

FB－75×6

D13ー＠300

4Ls－75×75×9 4Ls－75×75×9

D13ー＠300

FB－75×6

D13ー＠300

FB－75×6

600×700 350×700

3－D19

3－D19

4-D19(＋1-D19）

3－D19

300×500 300×600 300×600

D13ー＠500D13ー＠500D13ー＠500

------

------------

------

2－D19

2－D19 3－D19

3－D19

4Ls－50×50×6

FB－50×6

4－D19

4－D19

2－D19

3－D19

3－D19

3－D19 3－D19

4－D19

3－D19

2－D19

Ｇ６

中央内端 外端

Ｇ７ Ｇ８

両端 中央

3
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0
2
0
0

250 350

250

4
0
0

600

4
0
0

600

柱リスト　　　１：６０

符　号

位　置

B × D

主　筋

鉄　骨

ﾗ ﾁ ｽ

H O O P

500300

300 300

1　階

2　階

B × D

主　筋

鉄　骨

ﾗ ﾁ ｽ

H O O P

共通事項

1．ﾗﾁｽ　45゜

鉄骨部材ﾘｽﾄ　1:60

符　号

位　置

2×2Ls-75×75×9

ＲＢ２

断　面

鉄　骨

ﾗ ﾁ ｽ Ls-65×65×6

端部 中央

ＲＢ１

2×2Ls-75×75×9

Ls-65×65×6

端部 中央

ＲＢ３ ＲＢ４

端部 中央 全域

2×2Ls-75×75×9 2×2Ls-75×75×9

Ls-65×65×6 Ls-65×65×6

FB－75×9

10－D19

500×800

6
0
0

Ｄ

Ｂ

4Ls-75×75×9

Ｃ１

全域

6
0
0

Ｄ

Ｂ

500×800

20－D19

4Ls-75×75×9

FB－75×9

□-D13　＠100

600×800

12－D19

FB－75×9

□-D13　＠100

4Ls-75×75×9

全域

Ｃ２

6
0
0

250

600×800

22－D19

4Ls-75×75×9

FB－75×9

□-D13　＠100

6
0
0

250

全域

Ｃ３

500×800

4Ls-75×75×9

□-D13　＠100

FB－75×9

16－D19

6
0
0

4
0
0

400×600

10－D19

4Ls-75×75×9

FB－75×9

□-D10　＠100

400×600

10－D19

□-D10　＠100

FB－75×9

Ｃ４

全域

4
0
0

4Ls-75×75×9

4
0
0

400×600

18－D19

4Ls-75×75×9

FB－75×9

□-D10　＠100

Ｃ５

柱頭

10－D19

4Ls-75×75×9

400×600

4
0
0

FB－75×9

□-D10　＠100

10－D19

柱脚

4
0
0

400×600

16－D19 24－D19

4Ls-75×75×9

FB－75×9

□-D10　＠100

Ｃ６

全域

4
0
0

400×600

12－D19

FB－75×9

□－D10　＠100

4Ls-75×75×9

400×400

14－D19

□-D10　＠100

------

------

Ｃ７

300×400

4－D19

×5.5×8

□－D10　＠100

H-200×100

400×400

16－D19

□-D10　＠100

------

------

□-D13　＠100

ＲＢ５ H－248×124×5×8

ＲＢ６

ＳＴ１

ＳＴ２

ＳＴ３

Ｐ１

H－175× 90×5×8

H－200×100×5.5×8

H－248×124×5×8

H－200×100×5.5×8

H－175× 90×5×8

壁筋　断面リスト

ﾀﾃ筋

ﾖｺ筋

斜筋 L＝1,200

厚120

120

6
0
0

600

1-D13

Ｗ 1

D10　＠200

D10　＠200

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋
Ｓ2

Ｓ1

短辺

2
,
0
0
0

7
0
0

1
,
5
0
0

7
0
0

1
,
0
0
0

7
0
0

5
0
0

D13-＠200

D10-＠200

D13-＠200

D10-＠200

端部

D13-＠200

D10-＠200

D13-＠200

D10-＠200 D10-＠200

D10-＠200

D10-＠200

D10.D13-＠150 D10-＠300

D10-＠200

D10-＠200

D10-＠200

中央端部中央

長辺

床版　断面リスト

RPL-9㎜
ｌ＝700AB 4-22φ

BPL-19㎜

29φ4ｹ所
梁主筋用貫通穴

2.5

10

GL

1C1

2G2

2C2

2
0
0

ﾗﾁｽ　FB-75×6
4Ls-75×75×9

L-75×75×6

ﾗﾁｽ　FB-75×6
4Ls-75×75×9

L-75×75×6

ﾗﾁｽ　FB-75×6
4Ls-75×75×9

ﾗﾁｽ　FB-75×6
4Ls-75×75×9

2LS-75×75×9

5
0

5
0
0

6
0
0

2
,
6
6
0

4
,
2
6
0

8
,
9
0
0

3
,
9
9
0

BP　下端L

GL-12

SB4

L-75×75×6

RB2

2LS-130×130×12

T1

L-75×75×6

RG1

2LS-90×90×9

b3 [-150*75*9*12.5

1
0
0

中ﾎﾞﾙﾄ　2-M16

C-150×65×20×3.2

母屋　

作業時　一時取外し復旧

X1
2Ls-75*75*9

6
7
0

60
60

40

40
40

X2
2L
s-

65
*6
5*
6

515 505
PL-12 10-M20

PL-12PL-16

1
0
0

700

e部分詳細　1/20(A1版）1/40(A3版)

PL-9
4-M16

PL-12
4-M20
PL-12

裏当金

60

60
6060

40

PL-12 10-M16

b2 165.2φ t=5

T1

b1 216.3φ t=6

60 60

e部分

e部分

1

103通り、104通り、105通り　架構図　　1/30(A1版) 1/60(A3版)

既存部材リスト

X1 水平ﾌﾞﾚｰｽ

X2 水平ﾌﾞﾚｰｽ

b1

b2

b3

b4

2Ls-75*75*9取付

2Ls-65*65*6取付

材料

補強部材リスト

-150*75*9*12.5　接着アンカー　

165.2φ t=5　取付

216.3φ t=6　取付

妻壁伝達鉄補強板　t=12　アンカー16φ取付

間柱天端　ｱﾝｶｰ確認箇所 (PL-9 2-M20中ﾎﾞﾙﾄ)

鉄骨　SN400B、SS400

HTB  S10T

上部斫り、取付方法確認、異なる場合は補強

圧入ﾓﾙﾀﾙ　　Fc=30N/mm2

あと施工ｱﾝｶｰ　SD345

Ｓ-７

上中島小学校体育館耐震補強事業　建築主体工事

部材リスト、断面リスト、架構図



一級建築士事務所登録富山県（3）1526

富 山 県 魚 津 市 本 江 22 0 5 - 1 TEL(0765)22-2784 FAX(0765)22-2786

凡例・特記事項

設計・監理 一級建築士事務所 ハ マ ベ 設 計
（構造設計一級建築士　1902号）　濱辺伸吾

管理建築士（一級建築士173594号）濱辺伸吾

工事名称

図面名称

日付

縮尺

図面番号

1/100(A1版) 1/200(A3版)

1

RPL-9㎜
ｌ＝700AB 4-22φ

BPL-19㎜

29φ4ｹ所
梁主筋用貫通穴

GL
BP　下端L

1C1

2G2

2C2

2
0
0

ﾗﾁｽ　FB-75×6
4Ls-75×75×9

L-75×75×6

ﾗﾁｽ　FB-75×6
4Ls-75×75×9

L-75×75×6

ﾗﾁｽ　FB-75×6
4Ls-75×75×9

8
7
5

8
,
9
0
0

3
,
9
9
0

5
0

4
,
2
6
0

6
0
0

1
0
0

5
0
0

2
,
6
6
0

101通り

350

10

RG1

P1

ST3

10,340

3,340 3,500 3,500

2Ls-150×150×15

GL-12㎜ 2LS-130×130×12

下弦材

1,200

367 367 367 50

50

1,900

350 350
350 350 50

50

2,725
50 375 375 375 375 375 375 375 50

2.5

b4

b4

b4

8040 40

既存 PL-9

160
※
※

4
0
4
0※

2-M20(中ボルト)

b詳細図　　1/20(A1版) 1/40(A3版)

※アンカー16φ

無収縮モルタル

b4

a詳細図　　1/20(A1版) 1/40(A3版)

PL-12

120

1
2
0

ﾓﾙﾀﾙ充填後再度締め付け

既存鉄筋D16-＠600

PL-6

※：　現地斫り調査の上、左図同等ならばﾓﾙﾀﾙ補修
左図以下の場合は左図同等の補強を行う。

1
0
0

斫り箇所部分

i部分詳細

a詳細図

a詳細図
P-9折曲げ加工

P-9折曲げ加工

a詳細図

a詳細図

b詳細図（柱頭部）

b詳細図（柱頭部）

1 ３２

h部分詳細

h部分詳細

妻壁補強詳細図　　1/30(A1版）1/60(A3版) 101通り、107通り 5
3
0

5
3
0

1
2
01
0
5

1
1
5

380

i部分詳細　1/20(A1版）1/40(A3版)

215

4012040

600 60 40

6
2
0

60
60

40
60 6

0

380

X1
2Ls

-75
*75

*9

40

4-M20

PL-12 10-M20

b1 216.3φ t=6

h部分詳細　1/20(A1版）1/40(A3版)

1
0
0

裏当金

PL-12 4-M20 角度は原寸調査
の上施工行う。

b1 216.3φ t=6

裏当金

5
0

5
0

PL-12 4-M20

PL-12

PL-12
PL16

PL-12

1
,
0
0
0

7
0
0

2Ls-75*75*9（上下共）

ﾗﾁｽ　L-65*65*6

2Ls-75*75*9（上下共）

ﾗﾁｽ　L-65*65*6

7,190 6,000

上中島小学校体育館耐震補強事業　建築主体工事

屋 根 梁 伏 図
Ｓ-８



管理建築士（一級建築士173594号）濱辺伸吾 1/50(A1版) 1/100(A3版)

一級建築士事務所登録富山県（3）1526

富 山 県 魚 津 市 本 江 22 0 5 - 1 TEL(0765)22-2784 FAX(0765)22-2786

凡例・特記事項

設計・監理 一級建築士事務所 ハ マ ベ 設 計
（構造設計一級建築士　1902号）　濱辺伸吾

工事名称

図面名称

日付

縮尺

図面番号

１ 2 3

10,340

3,340 3,500 3,500

10,340

3,3403,5003,500

4 5 6

PL-12

6
,
0
0
0

7
,
1
9
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
5
9
5

3
,
5
9
5

101

103

104

妻ｺﾝｸﾘｰﾄ壁

X
1
　

2
L
s
-
7
5
*
7
5*

9

X
1

X
1

X
1

X
1

X
1

b
1

b
1

b
1

b
1

b
3
　

[
-
1
5
0
*
7
5
*
9
*
1
2
.
5

b4 b4b4 b4 b4

T2

b2
　

1
6
5.

2
φ

　
t
=
5

b3

X2
X2 X2 X2

X2

X2
2Ls-65*65*6

T1

T1

X2
2Ls-65*65*6

X2
2Ls-65*65*6

b2
　

1
6
5.

2
φ

　
t
=
5

b2
　

1
6
5.

2
φ

　
t
=
5

b2
　

1
6
5.

2
φ

　
t
=
5

PL-6 PL-6 PL-6 PL-6
10-M16

10-M1610-M16

PL-6 10-M16

PL-12

10-M16

PL-12PL-12PL-12

PL-12 PL-12 PL-12 PL-12

e部分詳細

PL-12 PL-12 PL-12

b3
　

[-
15

0
*7

5
*9

*
12

.
5

1
2
5

b
3
　

[
-
1
5
0
*
7
5
*
9
*
1
2
.
5

無
収

縮
ﾓ
ﾙﾀ

ﾙ

b
3
　

[
-1

5
0*

7
5*

9
*1

2
.5

妻ｺﾝｸﾘｰﾄ壁

PL-9 10-M20

PL-9 10-M20

PL-6
10-M16

f部分詳細

g部分詳細

i部分詳細h部分詳細

ｊ部分詳細

k部分詳細

ｌ部分詳細

PL-12PL-12 10-M20 PL-12h部分詳細 ｉ部分詳細

40
6

40
6

4
0
6

4
0
6

6
,8

9
0

1
50

40
6

40
6

40
6

4
06

40
6

52
0

40
6

40
6

40
6

1
5
0

1
50

1
50

5
,7

0
0

40
0

4
00

40
0

4
00

4
0
0

4
00

4
0
0

4
00

4
0
0

4
00

4
0
0

1
50

1
50

3
0
0

4
00

3
0
0

40
6

40
6

5
20

12
5

接
着

系
ｱﾝ

ｶ
ｰ　

Ｍ
1
6　

15
本

b
3　

[-
1
50

*
75

*
9*

1
2.

5

b1
　

2
1
6
.3

φ
　

t=
6

b
1
　

2
16

.
3φ

　
t
=6

b
1
　

2
16

.
3φ

　
t
=6

b
1　

21
6
.3

φ
　

t
=6

b1
　

2
1
6.

3
φ

　
t
=
6

改修屋根詳細図　　1/50(A1版）1/100(A3版)

ｱﾝｶｰ施工時において鉄筋、及び鉄骨位置を調査後施工する。

b3 [-150*75*9*12.5

接着系ｱﾝｶｰ　Ｍ19

PL-12

1
5
0

1
9
0

136

下弦材　2Ls-130*130*12 60
60

40

40
60 60

接着系ｱﾝｶｰ　M16

X2
2Ls-65*65*6

136

1,230

1
5
0

1
9
0

7
4
5

下弦材　2Ls-130*130*12

3
0
0

X1
2Ls-75*75*9

5
8
5

10-M20

1,140

700

R=35

3
0
0

10-M16

700

PL-12

b3 [-150*75*9*12.5

X2
2Ls-65*65*6PL-12 10-M16

136 600

865

1
5
0

2
5
0

1
9
0

5
3
5

接着系ｱﾝｶｰ　Ｍ16

下弦材　2Ls-130*130*12
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